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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所（1F）事故のデブリ取り出し作業を加速させる

ためには、原子炉格納容器（Primary Container Vessel; PCV）内のデ

ブリを多地点で少量サンプリングし、それらの物性や化学特性を明ら

かにしながら作業工程を策定することが必要不可欠である。本研究で

は、高耐放射線小型高効率中性子センサーとソナー等を水中ロボット

に搭載・統合し、日英二国間の共同研究体制の下、無人航走体

（Unmanned Underwater Vehicle; UUV）ベースの「燃料デブリサンプ

ルリターン技術」の確立を目指すことを目的として、以下の項目を行

う。 

１）高耐放射線小型高効率中性子センサーの開発 

２）UUVプラットフォームの開発 

３）放射線環境シミュレーション及び積算中性子線量計の特性評価 

２．総合評価 Ｂ ・中性子検出器については、ガンマ線弁別性能を示すことができれ

ば、ある程度実用化が見込めるなど、個別の要素で成果が得られた

ことは評価ができる。 

・一方で、コロナ禍の影響で英国側のエンドエフェクタが届かなかっ

たという外的要因はあったが、国内開発技術の統合に至らなかった

点が残念であった。 

・現場での適用可能性について課題の整理を行い、その課題を解決す

るための定量的な評価を行う必要がある。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


